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  木村幸一郎先生の思い出 

木村 建一 

 

１．先生との出会い 

 木村幸一郎先生との最初の出会いは、1953 年 4 月、早稲田大学第一理工学部入学式のあと、当時

の 15 号館の製図室で、新入生全員が始めて建築学科の先生方と顔合わせしたときであった。そのと

き、木村幸一郎先生は建築学科の主任教授で、学生を前にして挨拶をされたが、どんな話をされた

か覚えていない。そのあと、木村主任教授は専任の先生方を一人ひとり新入生に紹介された。一番

若い先生が構造の谷資信先生で助教授になりたてだった。最後に紹介されたのが設備の井上宇市先

生で、確か“変り種”とおっしゃったと記憶する。当時からデザインの早稲田という評判があった

が、これからの建築には設備が重要になるので、有能な学生に設備を専攻してほしい、というよう

なことを述べられた。そんな言葉が私の頭の片隅にあったような気がする。 

 2 年生になって、「設計製図 I」という初めて建築らしい授業が始まった。そのときの担当が十代

田先生と木村先生だった。製図版に T 定規を当てて鉛筆で 1 本の長い線を左から右へ引くとき、鉛

筆を少しずつ転がしながら描くと同じ太さに描ける、と教えたのは木村先生だった。鉛筆の芯の先

をよく見るとどこかに角があるから、 

その角が線を引くにつれて変ってくる 

のだという。さらに T 定規に三角定規 

を当てて縦の線を引くときには、下から 

上へ向って引くものだ、と。誰かが上か 

ら下へ線を引いているのを見回り中の先 

生はダメ、ダメと叱った。 

 

 

 

 

 3 年生では、「建築保健工学」という名の授業があったが、それは通年の授業で、木村先生の講義

はとても眠いものだった。教科書は「建築計画原論」で、その中には音響学も含まれていた。『建築

音響学』は非常勤講師の三木先生が担当されていた。後になって、建築計画原論から音響学を除い 

た部分が実は建築保健工学だということに気がついた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15号館製図室にて 

 

湯沢温泉にて 
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3 年生ではいろんなことがあった。何度か旅行もした。PILOTIS の仲間が大体固まってきたのは、

建築展のときだったように思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 年生から４年生にかけて、遠縁に当たっていた東大駒場の図学教室の生田勉教授の研究室に出

入りしていた。彼は図学教育の傍ら建築設計の実務にも携わっていた。研究室には助手の宮島春樹

さんとその友人の沖種郎さんも一緒に設計活動をしていた。思い出すのは長崎市庁舎のコンペのお

手伝いをさせてもらったことで、山田陽一郎君も参加した。結果は 3 等だったか、その賞金で原宿

の南国酒家でご馳走になった。宮島さんはイタリアに熱をあげていて、あるとき助手を辞め、イタ

リアに移住して彼の地で設計事務所を営んでいる。そのあとの助手が原広司さんだった。建築設計

の実務とはどんなものかについて概略知ることができたが、自分で独立するだけの条件はなかった。

沖さんは後に連合設計社を設立し、一緒にやらないかと誘われたが、やんわりと断った。 

 4 年生になって、卒業論文をどの先生に就くか、を決めるときには、古田君たちと２年生のころ

から課外でゼミをしていただいていて親近感のあった谷先生の下で卒業論文を書いた。それはティ

モシェンコの”Plates and Shells”という本を読まされて行った理論的研究であった。そのとき初め

て大学というところに来たという感慨を得た。他の学生も同感だったと思う。 

 卒業の時期がだんだんと迫ってきて、就職にしようか、大学院進学にしようか、と思案し始めた。

父に相談したところ、松本高等学校の同級生に、清水建設の吉川清一さん、竹中工務店の神谷新一

さん、戸田組の熊谷恭治さんがいるから、相談してみたら、という。その中で神谷さんとは、旧満

洲新京時代に家族ぐるみで、親しかったため、何を書いたか忘れたが、手紙を出した。すると、君

なら竹中へ来てもいいけど、進学したほうがいい、という返事をもらった。母は就職して欲しいよ

うなことを言っていたが、父は進学したければしてもいいと言ってくれた。 

 そこでどの専攻にするかを決めるときに、父親が医者だった武基雄先生に相談してみた。本当は

建築設計を志したかったが、学部の教育だけではどんな設計をすべきかがわからないので、もう少

し科学的な設計の基礎を学んでからにしたいと考える、と申し上げた。それなら構造よりも設備の

方が計画に近いよ、と言ってくださった。それでよく考えてみたところ、建築設計の本質は建築計

画原論にあることに気がついた。それで、最もつまらない講義をされていた木村幸一郎先生のとこ

ろに行こうと決心したのだった。これが木村先生との本当の出会いとなった。 

 

 

1955年 11月の建築展「人々の集まる場所」の石膏模型の前で 
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２．大学院生時代 

 1957 年 4 月、大学院建設工学専攻の修士課程入学生は全部で 14 人だった。そのうち建築設備研

究専修は 6 名だった。その中に伊藤直明、松田守弘の両君も一緒にいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建築設備研究専修の指導教授は名目上木村幸一郎先生であったが、実質的には井上宇市先生が研

究指導を行い、次第に井上研究室の色彩が濃くなっていった。井上先生は「建築設備特論」という

講義を担当し、そこでは他の専修の学生も一緒で、学部の授業の延長として、建築設備の実例など

新しい話題を次々に紹介することも多かった。木村先生は「建築設備演習」を担当し、いわゆるゼ

ミ形式で、研究室内の大きなテーブルを囲んで、院生は 1 年生と 2 年生合同で行われた。教材は英

語の文献で、学生が順番に和訳するという発表の形式だった。確か最初は、Aronin 著の Climate and 

Architecture だったと思う。大学院に来たという実感がした。それ以来木村先生とは真近に接触す        

ることになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
大学院入学式のあと、20号館玄関にて 前列左から ？？、松崎（計画）、？？、太田、？？ 

後列左から 石井（建築史）、伊藤、木村、佐々木（材料）、山下（構造）、石福、菊地、？ 

 

 

 

設備研究室で、木村先生、 

井上先生を囲んで。 

中央：１期上の小林千之 

後列左から同期生： 

太田守一、伊藤直明、 

木村建一、菊地健 
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学業のほかの楽しかった思い出を少し綴ってみよう。 

 建築設備研究室の伝統的な懇親会として、「湯豆腐会」があった。物資の少ない時代で、簡素な飲

み会が考案された。学生が近所の店にバケツを持って行き、豆腐と出し昆布とを買ってくる。研究

室の大きな実験台の真中に実験用のガスコンロを置き、大きな鍋を載せて昆布で出し汁をつくる。

そこへ学生が豆腐一丁を掌に載せて、包丁で適当な大きさに切って鍋の中に落とす。先生方の前で

実演するので、その切り方がうまいとか、下手だとか、からかわれながら、学生は真剣な眼差しで

豆腐を切り落とす。こうして湯豆腐ができあがると、小皿に入れた醤油に豆腐をつけて食べる。こ

れだけでお酒を飲む、というのが湯豆腐会。大学院の卒業生や先生の知り合いの方々も参加して大

いに賑わうことになる。大抵誰かが酔っ払うことになる。こうしてだんだんと酒には強くなる。 

木村先生はとてもお酒がお好きで、よく新宿の飲み屋に連れていっていただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   1958 年ある夏の日のこと、木村先生が昔、走水という海岸にいったことがある、とおっしゃる

ので、学生たちが皆で先生に案内してもらって、そこへ行くことになった。確か京浜急行で横須賀

の手前だったと思う。だったったと思う。今はどうなっているか分からないが、当時は遠浅の浜辺

だった。しばらく遊んで、休んでいたところ、若い 2人の水着姿の女性が近くを通りかかった。先

生がすかさず彼らを呼びとめて、どうぞこちらへいらっしゃい、と手招きなさったところ、その 2

人は恥ずかしそうにやってきて、拡げた茣蓙 に座って一緒にお菓子をたべたり、お喋りしたりした。

早稲田大学の先生とその学生たちだというので、その 2人も気を許したらしい。 

  記念写真を皆で撮ったあと、別れ際に、ところで湯豆腐会というのがあるので、研究室へ来ませ

んか、と皆がいうと、はい、というわけで、数日後その 2人は本当に研究室に現れた。それ以来、

こういう楽しいことはなかった。 

  木村先生は、日本女子大学住居学科の非常勤講師をなさっていた関係で、たまにそこの卒業生が

訪れることがあったが、先生の研究室は別棟にあったため、そういう女性にお目にかかることは稀

だった。その中で、長谷川愛子女史は建築家仲間に知れ渡った鹿島出版会の編集者で早稲田大学の

 
湯豆腐会の面々 木村先生の右：千野弘さん、井上先生の左：新雅夫（1957修士）、 

その左：菊地健（1959修士）、後列右から：木村、小川隆三（1955修士）、岩井一三（同左）、 

後藤真毅雄（同左）、石福昭（1959修士）、太田守一（1960修士）、不詳、上：小林千之（1958修士） 
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研究室にもときどき出入りしていて、例の湯豆腐会にも顔を出していた。酒豪でもあったので、木

村先生のお気に入りだったようだ。後年開催された先生の古稀記念の会にも出席していた。 

   日本女子大学の住居学科は早稲田大学から近いところにあったので、木村先生以外にも教えに行

っていた先生は眼の保養にもなっていたのではないだろうか。当時早稲田大学は男ばかりのバンカ

ラな社会であった。池田武邦さんという当時山下設計事務所の建築家もその住居学科の講師をして

いて、あるとき、木村先生の紹介で、数人の女子大生数人を連れて研究室に見えた。小川信子先生

もご一緒だった。用件はなんと他愛ないことで、ある雑誌社からの依頼で、クリスマスの飾りつけ

か何か、模型を作って欲しいというものだった。当方の学生たちも半ば面白がって、何度か打ち合

わせをしながら共同制作に時間を費やした。写真がアルバムに残っていたので、ここに掲げる。そ

の中に偶然古田君の妹さんもいた。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

ここで、木村幸一郎先生のルーツを辿ってみるとしよう。 

 

３．木村先生の生い立ち 

 木村幸一郎先生は、1896 年（明治 29 年）京都市で生を享けた。代々数寄屋師の棟梁の家柄で、

祖先は若狭の出だという。初代の木村清兵衛は本名留次郎といい、江戸時代の安政年間（1854－60）、

裏千家の 11 代玄々斎宗匠に見込まれ、京都でいくつかの茶室の造立を託された。裏千家の茶道誌「淡

交」の 1996 年（平成６年）７月号には、特集「数寄屋師 木村清兵衛」が組まれており、20 ペー

ジにわたる詳細な記述のほか、作品のカラー写真も掲載されている。その中でも茶室建築に造詣の

深い京都工芸繊維大学の中村昌生名誉教授の稿は歴代木村清兵衛の茶室の今で言う請負設計施工監

理について考証がなされている。それによると初代木村清兵衛以後 4 代にわたり、茶室普請の棟梁

として世に知れ渡ったという。二代目木村清兵衛は幸次郎で、現在仙洞御所内にある又新亭（ゆう

しんてい）は初代が建てた茶室を二代目が移築したものらしい。 

次に示す東本願寺・枳穀亭内茶室の図面は清兵衛自筆のもので、“明治拾五年建築ス”とある。 

 

 
池田武邦さんを囲んで女子大生と 

前列左から 2 人目：女子大の小川信子助手、 

右端：古田妹、その上石福、 

後列左から：伊藤、藤沢量子（後、厨房コンサルタント） 

 

 

走水の海辺にて 

後列左から：松田、伊藤、木村、小鴨、鈴木 
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初代木村清兵衛自筆の東本願寺・枳穀亭内茶室図面（前傾中村昌生名誉教授の稿より） 

 

三代目木村清兵衛芳次郎が造作した茶室としては十四代淡淡齋の指導によるとされる京都市東山

区の桐蔭席や京都高山寺内の遺香庵が現存する。三代目から東京での仕事が増えたとのこと。箱根

美術館内にある三月庵は三代目と四代目喜三郎との合作で、1950年（昭和 25年）に完成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三代目清兵衛が 1931年に建てた京都高山寺内の遺香庵  
（前掲「淡交」口絵所載） 

                                

箱根美術館内にある三月庵 

                               （前掲「淡交」口絵所載） 

 

 

 

 



 - 105 - 

三代目の長男が幸一郎であったが、数寄屋師は継がず、新建築を志して早稲田大学に入学する。

弟の喜三郎さんが四代目清兵衛を継ぐ。その息子の清さんは数寄屋師ではなく、木村清兵衛建築設

計事務所を経営することになる。前掲の「淡交」に清さんが執筆された「回想 木村清兵衛」には、

初代から四代までの仕事ぶりが伺える。それによると三代目が最も茶室建築では活躍したとされ、

父親の四代目の晩年は数寄師の面影は失せてきたらしい。私は何かの折に幸一郎先生によく似た弟

さんにお目にかかったことがあり、確かお名前は芳五郎さんであったと思う。 

下の写真は「淡交」に所載のもので、1912 年（大正元年）頃の記念写真とのことで、左端の幸一

郎先生は三代目の長男であった。お名前は先生の右の妹かつさんの息子の石井和司さんから教えて

いただいたもの。石井さんも早稲田建築 1951 年卒の先輩で、設備の専門家になった方であったが、

先年物故された。 

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二代目清兵衛夫妻を囲む家族の記念写真（1912 年頃）後列右が三代目清兵衛、左端が長男幸一郎、その右がかつ、 

左から３人目が弟の四代目清兵衛、右端が三代目夫人つね、抱かれているのが、芳五郎、その前に清四郎と竹子 

  （前掲「淡交」口絵所載） 

 

４．雌伏十余年  

 1919 年（大正 8 年）木村先生は今井兼次先生、十代田三郎先生と一緒に早稲田大学を卒業した。

卒業後は木田保造建築事務所で建築設計の実務経験を積み、理化学研究所を経て 1922 年（大正 11

年）早稲田大学付属工手学校講師、理工学部助教授となる。 

その後しばらくの間、木村先生には不遇の時期が訪れる。1929 年（昭和 4 年）4 月に武蔵高等工

業学校、後の武蔵工業大学、現東京都市大学の教授に嘱任されたが、同年 11 月早稲田大学助教授を

解任され、臨時講師となった。その何故このような左遷のような取り扱いをされたのかは定かでは

ないが、恐らくは当時絶対的な権力を恣にしていた内藤多仲先生の逆鱗に触れたことがあったので
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はないかと憶測される。そんな証拠はないのだが、佐藤武夫教授も設計活動が華やかになって辞職

させられたというのは後日木村先生から伺った本当の話。また建築史の渡辺保忠先生も長い間専任

講師で、田辺泰先生の研究室で小さくなっておられ、内藤先生の定年退職後に助教授に昇格された。

それは私が大学院生の頃で、内藤先生に睨まれていた、とご本人から聞いた。こんな話はオフレコ

だが、PILOTIS 誌だから書けることだ。そう言えば、建築材料の徳永庸先生も途中退職されている。

建築学科の会議室に歴代教授の額が並べてあるが、私が教室主任のときに、徳永先生のご遺族に連

絡して写真をいただき、戦時中に若くして病没された川島武雄先生とともに掲額させていただいた。 

その頃の写真が残っている。下の４枚の写真は 2006 年に木村先生の生誕百年記念集の刊行を企画

していたときに今井兼次先生のアルバムから兼介さんがわざわざ撮って送ってくださったもの。残

念ながらその刊行企画は幻になってしまったが、幸いなことにここに掲載することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安打の木村先生 1926年 今井兼次撮影 

 

新工学博士 木村幸一郎学兄 1942.5.29 

今井先生が描かれたスケッチ 

 

左から：十代田先生、今井先生、木村先生 1940 

 

左から：木村先生、今井先生、十代田先生 13号館 3階の 

研究室にて 1940年 
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木村先生は武蔵高等工業学校には 1936 年（昭和 11 年）まで勤めたが、早稲田大学では臨時講師

の時代に研鑽を積み、『採光に関する研究』で 1940 年（昭和 15 年）日本建築学会の学術賞を受賞

された。1942 年（昭和 17 年）早稲田大学教授に就任し、同年に『建築の採光に関する研究』で工

学博士の学位を授与された。昨今は学位を取得した後に然るべき業績を挙げてから学会賞が授与さ

れることが多いが、木村先生の場合は不遇の期間が長かったため、順序が逆であった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．図学教育から日照・採光研究へ 

新任教員は誰でもそうだが、最初は図学を担当する。われわれ学生の時は、松井源吾先生だった

が、一輪挿の壷に斜めから光が当たる場合の影を描くという課題を与えられたことがあった。今日

ではコンピューターが自動的に描いてくれるので、学生は面倒な作業をする必要はないが、往時の

図学といえばかなり複雑な図形を描く課題が学生達を悩ませていた。木村先生が著した分厚い著書

にはそういう課題がぎっしりと詰め込まれている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今和次郎先生と一杯（今和次郎展 工学院大学荻原正三教授より） 

 

 
足立一郎元関東学院教授（1929年卒）と

共著の図学教科書、1943年刊 
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 想像するに多分斜めから光が当たるといっても、実際にありうべき太陽からの直射光の方向でな 

ければ影の形も現実味がなかろうと思い立って、土地の緯度、季節、時刻から太陽直射光の差す方

向を示す太陽位置図を先生は考案されたのではないだろうか。それは球面三角法の公式から計算で

も求められるので、今日ではコンピューターでわけなく太陽高度と方位角が求められるが、作図で

は、極射影図、平射図などがある。木村先生の太陽位置図は、円筒の底の中心に直射光が差すとき

の円筒面を過ぎる点の軌跡を季節別、時刻別に描いた円筒面を平たく開いた図形になっている。こ

れは地図でいうメルカトール図法と同じだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．民家研究 

  第二次世界大戦中に木村幸一郎先生が行った研究とはどんなものだったろう。よれよれの表紙が

ついた卒業論文が沢山残っている。その中には南洋諸国の民家の調査研究が多く見られる。日本と

まるで違う民家の形や室内環境の快適性について、先生は興味を持たれたに違いない。蒸暑地域の

気候と住居の関係について調べるうちに何か一つの法則性を見い出そうとしたのであろう。戦後ま

もなく出版された「気候と住居」は現代のバイオクライマティックデザインのルーツを示すと言え

る。 

   建築学科の創始者佐藤功一先生から課されたという題目「建築と科学的家相」について木村先生

が考えたのは、"従来の科学的根拠のない家相説に対して、何らか科学的に観た家相、あるいは之に

根底を置いた家の形態というやうなものを、わかり易く書け"ということと推測して著した「建築と

生活」(羽田書店、1942)は一般人向けの書ではあるが、いわゆる建築計画原論の記述が大部分を占

める。その中に私の好きな記述を引用してみよう。 

"建築はそれ等の多種多様な自然の中に、各々別々に育って発達したものであり、そして其の土地

に建っているのですから、土地即ち周囲の自然とは、常に断ち切れない因縁を持っているわけであ

ります。" 

"民家は其の土地の得易い材料によって、特別の高級な科学的知識に待たないで、其の土地の人達

の永い経験と習慣から構築されているので、人智の程度と、周囲の自然の関係を最も端的に、つま

り、あからさまに表している點で興味深く、且教へられるところが尠くないのであります。" 
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    私がエネルギー研究と並行して民家研究に力を入れるようになったのは、主に木村先生の退職

後であったが、考えてみるともっと早くから民家研究を始めた方がよかったように思う。 

 

７．雪国の住宅 

木村先生は設計が好きだった。大学卒業後設計事務所で働いていたこともあって、教育研究の傍

ら、設計作品を残している。建築の科学的設計の難題に取り組み、建築計画原論の創始者として、 

東大の平山嵩教授や渡辺要教授とともに戦時中から戦後にかけて研究に多くの時間をかけたために、

建築設計にそれほど時間をかける余裕がなかったのではないだろうか。 

  下の住宅は、新潟県のある村で見た雪国の住宅で、木村先生の設計になる。豊田高専の深澤先生

に連れて行っていただいた。ある別の会合があって、夜になってしまったが、そんな住宅があると

聞いていたので、無理に案内していただいた。深澤先生の話によると、急勾配の屋根の両側から雪

が落ちると、そこには大きな池があるという。一つのアイデアだと思った。 

  この住宅についての文献を探したが見当たらない。 

  木村先生は、1940 年「雪氷学会」の創設に関与され、長い間その事務局を先生の研究室で預かっ

ておられた。山男の吉阪先生もその会員で、雪氷学会に共著で発表された論文もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私が学部学生の頃、先生はいくつかの設計実務をなさっていた。川口市の川口市民病院、製靴業

のチヨダシューズ工場など、井上先生が設備設計を担当されたが、私は見たことがない。私が 1959

年 4 月から建築学科の助手になって木村先生の研究室に机をいただいていたとき、ゼブラボールペ

ンのゼブラ野木工場の設計委託があり、折板屋根の工場を設計させていただいたことがあった。そ

の工場従業員の単身者アパートの設計を任されて図面を描いたが、1960 年の夏からアメリカ留学し

たために中途半端になってしまった。 

 

幸一郎先生の思い出はまだまだ沢山あるが、あとはまたの機会に譲ることにしよう。 

 

 

木村幸一郎設計；雪国の住宅（新潟県某村、1940 年頃） 

 


